
旗
　
本
　
領

の

構
　
造

一
そ
の
相
．
給
形
態
を
中
心

こ
i

尋

若

林

山俘

之

【
要
約
】
　
幕
藩
体
制
史
の
研
究
の
中
で
遅
れ
て
い
る
分
野
の
一
つ
が
旗
本
、
あ
る
い
は
旗
本
領
の
研
究
で
あ
る
。
な
か
で
も
旗
本
領
の
研
究
は
史
料
の
制

約
も
あ
っ
て
、
組
織
的
研
究
が
困
難
な
領
域
の
一
つ
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。
け
れ
ど
も
最
近
に
な
っ
て
漸
ぐ
そ
う
し
た
領
域
の
研
究
も
す
す
ん
で
来
て
、

多
く
の
勝
れ
た
業
績
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
旗
本
領
の
研
究
に
経
験
の
あ
る
人
々
な
ら
ば
誰
で
も
知
っ
て
い
る
、
一
村
を
二
人
あ

る
い
は
数
人
で
支
配
す
る
、
相
給
（
分
給
）
の
村
の
あ
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
相
給
や
分
給
の
綿
々
の
実
態
は
必
ず
し
も
十
分
に
と

ら
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
点
を
理
解
す
る
若
千
の
史
料
の
紹
介
を
か
ね
て
、
そ
う
し
た
村
に
展
開
す
る
政
治
支
配
に
つ
い
て
の
聞
題
の
所
在

を
考
え
よ
う
と
し
た
の
が
、
こ
の
小
論
の
意
図
で
あ
る
。
御
製
養
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
二
巻
四
号
　
一
九
穴
九
年
七
月

旗本領の構造（若林）

は
じ
め
に
i
問
題
提
起
に
か
え
て
i

　
鈴
木
寿
氏
は
、
寛
政
年
間
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
「
国
字
分
武

鑑
」
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
の
分
析
を
通
じ
、
旗
本
の
知
行
形
態
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
①

て
論
じ
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
　
旗
本
の
知
行
形
態
に
は
地
方
・
切
米
・
黒
米
・
扶
持
の
四
形
態
が
あ
り
、

　
そ
れ
ぞ
れ
の
総
数
は
、
地
方
取
が
ニ
ニ
六
四
人
（
四
四
％
）
・
二
六
二
万
七

　
五
〇
〇
石
室
（
八
一
％
）
、
切
米
取
は
二
八
三
六
人
（
五
六
％
）
・
六
二
万

　
一
五
二
五
俵
（
一
九
％
）
、
現
米
取
は
七
二
人
・
現
米
四
七
〇
八
石
、
扶
持

　
米
取
は
三
三
人
・
七
二
五
人
扶
持
で
あ
る
（
以
上
、
何
れ
も
が
扶
持
を
除

　
く
）
。
つ
ま
り
旗
本
総
数
五
二
〇
五
人
の
う
ち
四
四
％
が
地
方
取
、
五
六
％

　
が
切
米
取
で
、
切
米
取
が
や
や
上
廻
っ
て
い
る
が
、
総
知
行
高
は
地
方
取
の

　
八
一
％
に
対
し
て
、
切
米
取
の
一
九
％
と
格
段
の
差
で
あ
る
。
し
た
が
っ

　
て
、
旗
本
の
中
軸
は
量
質
共
に
地
方
取
り
地
頭
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
旗
本
の
中
軸
が
量
質
と
も
に
地
方
取
で
あ
っ
た
と
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す
れ
ば
、
こ
の
地
方
取
の
旗
本
の
支
配
を
う
け
る
、
旗
本
総
知
行
高

の
八
一
％
・
約
二
六
三
万
石
に
達
す
る
幕
藩
体
制
下
の
心
々
は
、
彼

等
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
支
配
を
う
け
て
い
た
の
か
、
そ
の
興
味
の
あ

つ
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
か
か
る
村
々
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

近
で
は
鈴
木
民
の
「
旗
本
家
法
に
つ
い
て
」
を
は
じ
め
ど
し
て
、
古

く
か
ら
も
研
究
者
の
関
心
を
あ
つ
め
、
渡
辺
「
郎
氏
の
「
徳
川
＝
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

参
の
家
政
改
革
1
と
く
に
金
主
と
の
関
係
を
通
し
て
見
た
る
一
」
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

山
口
心
配
の
「
幕
末
期
の
旗
本
財
政
」
、
川
村
優
・
海
保
四
郎
氏
の

　
　
　
　
　
⑤

「
旗
本
領
の
性
格
」
、
　
あ
る
い
は
川
村
氏
の
「
旗
本
石
河
氏
の
財
政

　
　
⑥

再
建
策
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
業
績
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

筆
者
も
「
幕
藩
欄
社
会
崩
壊
期
の
旗
本
領
i
旗
本
秋
山
安
房
守
の
場

　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

合
1
」
や
、
「
旗
本
領
の
研
究
－
井
伊
谷
五
近
藤
を
中
心
に
一
」
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
い
は
、
　
「
寛
政
改
革
と
旗
本
領
」
な
ど
の
中
で
、
旗
本
た
ち
に
よ

っ
て
支
配
を
う
け
て
い
た
等
々
の
動
き
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し

た
こ
と
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
旗
本
た
ち
に
よ
っ
て
支
配
を
う
け
て
い
た
幕
藩
体
制

下
の
毎
々
と
い
っ
て
も
、
旗
本
総
知
行
高
二
六
三
万
三
余
を
構
成
す

る
中
に
は
、
一
人
の
旗
本
に
よ
っ
て
一
円
的
に
支
配
を
う
け
て
い
た

面
々
が
、
数
の
上
か
ら
は
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
中

に
は
二
人
・
三
人
、
い
や
そ
れ
以
上
の
旗
本
そ
の
他
の
領
主
に
よ
る

支
配
を
う
け
て
い
る
場
合
の
村
々
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ

で
あ
る
。
一
村
が
二
七
以
上
の
領
主
に
よ
っ
て
支
配
を
う
け
る
と
い

っ
た
場
合
、
そ
の
領
主
が
旗
本
ば
か
り
で
は
な
く
、
幕
府
と
旗
本
、

旗
本
と
大
名
、
幕
府
と
大
名
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
合
が
あ
り
得
る
わ

け
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
相
給
の
村
、
あ
る
い
は
分
給
の

高
々
も
相
当
数
に
の
ぼ
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
う
し
た

相
給
の
叢
々
が
、
例
え
ば
旗
本
た
ち
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
支
配

を
う
け
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
な
る
と
こ
れ
ま
で
は
そ
う
し
た

昏
々
に
対
す
る
領
主
支
配
の
貫
徹
の
度
合
い
に
関
す
る
研
究
は
余
り

に
も
少
な
か
っ
た
嫌
い
が
あ
っ
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
こ
う
し
た
網

給
の
上
々
に
対
す
る
領
主
支
配
の
様
相
に
つ
い
て
の
考
察
や
、
検
討

が
全
く
な
か
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
若
干
の
問
題
は
提
起
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

て
い
た
。
即
ち
新
見
吉
治
氏
の
整
理
に
よ
る
と
、
中
井
信
彦
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
九
十
九
里
近
世
史
の
若
干
の
問
題
点
」
を
あ
げ
、
中
井
茂
が
分
散
給

付
を
受
け
た
下
級
旗
本
の
知
行
権
の
内
容
に
つ
い
て
そ
の
問
題
を
提

起
し
つ
つ
、
一
歩
す
す
ん
で
中
井
氏
は
「
一
円
知
行
の
場
合
と
分
給

（
相
給
酊
筆
者
）
の
場
合
と
に
よ
っ
て
、
知
行
権
に
相
違
が
あ
る
と
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

測
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
う
か
が
わ
れ
る
」
と
い
っ
て
、
中
井
民
の
こ
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旗本領の構造（若林）

の
問
題
に
対
す
る
立
場
を
推
測
し
つ
つ
、
ま
た
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て

新
見
氏
は
、
　
「
私
は
大
胆
に
、
天
領
も
大
名
領
も
旗
本
領
も
と
も
に

土
地
支
配
権
に
は
差
別
が
な
い
の
が
原
則
で
あ
っ
た
と
考
え
る
も
の

　
　
⑬

で
あ
る
」
と
い
っ
て
、
原
則
論
か
ら
中
井
玩
と
は
対
立
す
る
考
え
方

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
け
れ
ど
も
中
井
氏
の
問
題
提
起
に
対
す
る
、
新
見
氏
の
見
解
が
対

立
的
状
況
に
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
広
く
相
給
の
村
々
や
、
分
給
の

習
々
の
実
態
を
十
分
と
ら
え
ら
れ
て
の
上
で
の
対
立
で
は
な
い
と
考

兎
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
現
状
に
お
け
る
問
題
提
起
の

域
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
問
題
提
起
を
起
点
と

し
て
、
改
め
て
旗
本
領
な
ど
の
場
合
に
お
い
て
象
徴
的
に
見
ら
れ
る
、

相
器
－
分
給
の
村
々
の
実
態
的
な
考
察
か
ら
検
討
を
す
す
め
て
い
く

必
要
の
あ
る
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
新
見
氏
が

提
起
し
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
一
村
分
給
の
場
合
、
一
村
内
田
畑
の
地

味
の
品
等
が
あ
っ
て
、
一
筆
毎
に
上
中
下
の
石
盛
が
ち
が
っ
て
い
る
。

幕
府
や
藩
の
知
行
給
付
は
机
上
の
勘
定
で
、
し
何
某
に
何
村
の
内
何
石

何
斗
下
灘
言
合
何
勺
・
何
村
で
何
思
事
斗
何
合
郡
県
と
零
細
な
端
数

を
割
り
出
し
て
、
合
せ
て
何
千
石
・
何
百
石
と
整
数
を
算
出
し
て
い

る
。
い
よ
い
よ
給
主
（
地
頭
）
に
割
渡
さ
れ
た
結
果
は
、
郷
帳
に
反

別
・
石
高
も
記
載
さ
れ
、
村
別
の
地
図
を
作
製
さ
れ
て
、
村
役
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
し
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も

手
に
も
代
官
所
の
手
に
も
保
存
さ
れ
て
い
た
。
現
代
の
土
地
台
帳
に

あ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
し
　
　
も
　
　
へ
　
　
わ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
へ

当
る
も
の
が
公
文
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
が
、
こ
の
台

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
セ
　
も
　
へ
　
も
　
も
　
へ
　
も
　
ヤ
　
　
へ
　
も
　
も
　
り
　
も
　
　
　
　
り
　
も
　
も
　
へ
　
も
　
も
　
へ

帳
が
史
家
の
限
に
触
れ
る
も
の
が
少
な
い
の
は
、
学
界
の
た
め
に
遺

、
、
、
、
⑭

憾
で
あ
る
」
（
傍
点
筆
者
）
と
。
一
村
分
給
－
（
相
給
）
に
か
か
わ
る
研

究
・
調
査
の
首
題
点
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
に
共
感
を
覚
え
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
う
し
て
新
見
氏
が
更
に
指
摘
し
て
居
ら
れ
る
「
僅
か
に

遺
っ
て
い
る
も
の
を
見
れ
ば
、
一
村
内
相
給
主
数
人
の
知
行
田
畠
が

耕
模
様
の
よ
う
に
分
散
し
、
贈
主
一
人
一
人
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

吋
地
区
を
形
成
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
」
と
。
相
給
の
村
々
の
一

つ
の
実
態
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と

も
た
し
か
に
一
つ
の
場
合
で
あ
ら
う
が
、
果
し
て
こ
れ
で
梢
給
の
村

々
の
説
明
は
十
分
な
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
詳
細
に
具
体
的
な
事
例
の

検
出
と
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
幕
藩
体
制
の
も
と
旗
本
た
ち
に
よ
っ
て
展

開
さ
れ
る
、
村
落
の
栢
給
支
配
と
、
そ
の
中
で
展
開
さ
れ
る
領
主
支

配
、
あ
る
い
は
知
行
権
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
が

ら
、
そ
の
た
め
の
前
提
と
し
て
、
旗
本
支
配
の
も
と
に
示
さ
れ
た
、

そ
の
領
地
の
差
響
形
態
の
実
態
に
つ
い
て
、
出
来
る
限
り
そ
の
多
く
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に
触
れ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
に
そ
の
構
造
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
て
来
な
か

っ
た
、
幕
機
体
綱
社
会
の
一
つ
の
基
盤
に
つ
い
て
の
解
明
へ
の
基
礎

的
作
業
と
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
①
鈴
木
寿
氏
「
旗
本
家
法
に
つ
い
て
」
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
第
2
号

　
②
鈴
木
氏
同
右

　
③
渡
辺
一
郎
氏
「
徳
州
＝
認
参
の
家
政
改
革
1
と
く
に
金
主
と
の
関
係
を
通
し
て

　
　
見
た
る
一
」
同
氏
編
『
幕
臣
岩
瀬
氏
関
係
史
料
』

　
④
　
山
口
徹
氏
「
幕
末
期
に
お
け
る
旗
本
財
政
」
『
社
会
経
済
史
学
』
二
八
巻
二
号

　
⑤
州
村
優
・
海
保
四
郎
氏
「
旗
本
傾
の
性
格
」
『
九
十
九
里
史
学
』
創
刊
号

　
⑥
　
川
村
二
三
「
旗
本
石
河
氏
の
財
政
再
建
策
」
『
九
十
九
里
史
学
』
第
二
号

　
⑦
拙
稿
「
幕
藩
制
社
会
崩
壊
期
の
旗
本
領
一
旗
本
秋
山
安
房
守
の
場
合
一
」
『
静

　
　
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
第
一
四
号

　
⑧
拙
稿
「
旗
本
領
の
研
究
」
同
右
害
第
一
六
号

　
⑨
拙
稿
「
寛
政
改
革
と
旗
本
額
」
『
日
本
罠
俗
社
会
史
研
究
』
所
収

　
⑩
新
見
吉
治
著
『
旗
本
』
九
八
頁
～
九
九
頁

　
⑪
中
井
信
彦
氏
「
九
十
九
里
近
世
史
の
若
干
の
問
題
点
」
『
九
十
九
里
史
学
』
第

　
　
二
畳

　
⑫
⑬
　
新
見
氏
『
前
掲
轡
』
九
八
頁
～
一
〇
〇
頁

　
⑭
⑮
　
新
見
氏
『
前
掲
省
』
九
一
一
頁

1

相
々
の
村
の
成
立

　
－
豆
州
賀
茂
郡
和
田
村
の
場
合
一

　
相
給
の
村
の
成
立
、
つ
ま
り
一
つ
の
村
が
分
修
し
て
二
人
以
上
の

領
主
の
支
配
地
と
な
る
と
き
、
そ
れ
に
は
ど
う
い
う
手
続
き
経
過
を

経
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
、
興
味
の
あ
つ
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

う
し
た
一
つ
の
場
合
と
し
て
、
　
文
化
八
年
（
一
八
＝
）
に
な
っ
て

韮
山
代
官
領
の
一
部
が
分
郷
と
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
相
異
の
村
と
な

・
つ
た
豆
州
賀
茂
郡
和
田
村
（
現
姦
直
市
）
の
場
合
に
つ
い
て
見
よ
う
。

　
こ
の
村
は
小
田
原
藩
領
や
石
見
浜
田
藩
領
を
経
て
、
韮
山
代
官
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
な
っ
た
村
で
あ
っ
た
。
村
高
も
「
八
四
石
「
斗
七
升
五
合
と
規
模

の
小
さ
い
村
で
あ
っ
た
が
、
天
和
年
間
（
一
六
八
一
～
一
六
八
三
）
に

は
、
時
法
・
天
当
馬
・
伝
間
（
馬
）
舟
な
ど
一
八
艘
を
持
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
②

と
い
う
か
ら
、
単
に
農
業
生
産
の
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
村

で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
漁
業
あ
る
い
は
海
上
の
稼
に
よ
っ
て
も
支

え
ら
れ
て
い
た
村
で
あ
っ
た
。

　
文
化
八
年
一
〇
月
、
こ
れ
ま
で
し
ば
ら
く
の
間
、
韮
山
代
宮
所
の
支

配
を
う
け
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
に
あ
た
る
四
四
石
九
斗

「
合
四
勺
を
、
大
久
保
久
米
助
に
還
郷
す
る
と
い
う
こ
と
が
お
こ
っ

て
い
た
。
こ
の
分
郷
を
村
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
う
け
と
め
た
の
か
、

そ
う
し
た
動
き
を
知
る
史
料
が
な
い
の
で
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
曲
折
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
得
る
も
の
の
、
こ

の
年
の
一
〇
月
に
は
、
和
田
村
に
住
む
一
一
四
名
の
百
姓
は
連
署
し

て
、
分
郷
に
つ
い
て
の
取
極
メ
堅
証
文
を
作
製
し
て
い
た
。
こ
の
取
極
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旗本領の構造（若林）

メ
堅
証
文
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
差
上
申
堅
証
文
之
事

　
一
、
当
村
高
百
八
拾
四
睡
蓮
斗
七
升
五
合
之
内
　
四
拾
四
石
九
斗
壱
合
四

　
　
勺
此
度
大
久
保
久
米
之
助
平
御
知
行
所
分
郷
二
二
成
　
依
之
　
右
石
高

　
　
二
応
シ
百
姓
小
前
分
ケ
可
被
仰
付
候
二
付
　
村
中
一
統
網
談
之
上
取
極

　
　
仕
候
　
左
回
通
二
御
座
候

　
一
、
百
姓
分
ケ
方
之
儀
ハ
剛
取
二
仕
落
閲
之
銘
々
御
知
行
所
百
姓
之
積
リ

　
一
、
諸
勘
定
合
ハ
勿
論
勤
理
智
其
外
不
限
何
事
御
料
御
私
領
之
無
差

　
　
別
皿
盲
判
割
合
二
可
仕
議
定
慶
事

　
一
、
村
役
人
之
義
ハ
御
引
渡
相
済
候
上
二
而
　
是
非
兼
帯
之
積
リ
願
上
可

　
　
申
事

　
一
、
心
得
違
之
や
か
ら
有
之
　
御
料
之
百
姓
　
御
知
行
所
単
管
姓
杯
と
申

　
　
隔
テ
　
万
一
口
論
等
仕
掛
老
於
有
之
ハ
　
縦
令
酒
狂
之
申
立
仕
候
と
も

　
　
厳
敷
村
仕
置
可
申
仕
候
事

　
右
回
条
々
堅
く
取
極
メ
仕
吉
上
ハ
　
聯
違
背
仕
尋
者
一
切
無
御
座
候
　
依

　
之
惣
百
姓
連
印
差
上
申
候
処
如
件

　
　
　
文
化
八
年
　
　
　
　
　
○
以
下
ノ
百
十
六
名
ノ
連
印
差
出
書
ヲ
便
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
塁
二
佃
組
ム
、
但
シ
墨
｛
印
ハ
ス
ベ
テ
省
【
キ
、

　
　
　
　
　
よ
木
十
月
囁
　
　
　
　
コ
、
一
二
示
サ
ズ

　
　
　
庄
八
　
　

七
郎
左
衛
門
　

利
丘
ハ
衛

　
　
　
庄
左
衛
門
　
　
　
与
兵
衛
　
　
・
　
清
兵
衛

弥
五
郎

此
右
衛
門

惣
　
吉

庄
五
郎

九
兵
衛

吉
　
蔵

吉
兵
衛

佐
　
助

文
治
郎

三
郎
兵
衛

茂
平
治

六
右
衛
門

治
郎
吉

喜
　
八

平
兵
衛

兵
左
衛
門

惣
　
助

栄
　
蔵
，

た
　
き

藤
五
郎

革
看
衛
潤

　
重
　
蔵

　
源
　
助

　
茂
　
七

　
佐
治
右
衛
門

　
長
　
七

　
太
治
右
衛
門

　
惣
右
衛
門

　
定
　
吉

　
喜
兵
衛

　
七
兵
衛

　
縫
右
衛
門

房
都
　
佐
右
衛
門

　
文
　
蔵

　
丈
右
衛
門

　
幸
　
八

　
久
　
七

　
甚
右
衛
門

　
重
　
助

　
常
右
衛
門

　
清
右
衛
門

　
市
郎
右
衛
門

甚
助

利
　
八

仁
右
衛
門
後
家

弥
　
八

浅
右
衛
門

政
右
衛
門

長
左
衛
門

と
　
　
も

半
　
助

利
兵
衛

幸
左
衛
門

藤平重弥清清栄文銀
蔵治吉八

後
家

吉助蔵吉助

磯
右
衛
門
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忠庄久き与干与茂丈茂弥嘉要助藤吉
兵兵兵　兵　　左　　　　右　四郎
衛衛衛よ衛八助衛助助七助衛七郎右
　　　　　　○門　　　　 門　．　衛
　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　門
　　　　　　ナ
　　　　　　シ

　
　
御
名
主

　
　
組
　
頭

　
　
百
姓
代

と
あ
っ
て

新
左
衛
門
殿

重
左
衛
門
殿

助
右
衛
門
殿

善
六

吉
十
郎

藤
　
七

忠
右
衛
門

兵
　
八
一
七

由
右
衛
門

茂
　
助

幸
　
七

忠
右
衛
門

喜
代
八

宗
　
助

半
右
衛
門

三
右
衛
門

兵
治
郎

惣
　
七

酔

宗
兵
衛

八
左
衛
門

治
郎
兵
衛

藤
　
八

直
　
七

伊
　
助

忠
　
助

庄
滋
衛
門

茂
兵
衛

太
左
衛
門

善
　
六

源
　
八

徳
冶
衛
門

平
　
助

藤
左
衛
門

先
述
せ
る
よ
う
に
和
田
村
高
一
八
四
石
余
の
う
ち
、
四

四
・
蛍
石
余
を
分
尊
し
大
久
保
久
米
之
助
の
知
行
地
に
わ
た
す
こ
と

に
な
っ
た
。
知
行
地
に
わ
た
す
た
め
に
は
四
四
・
葺
石
余
を
村
高
か

ら
分
筆
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
石
高
に
応
じ
て
百
姓
も
分
け
る

よ
う
に
と
命
ぜ
ら
れ
た
と
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
百
姓
も
石
高
に
応

じ
て
何
人
か
を
分
け
る
、
」
と
は
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ
九
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
村
中
で
相
談
を
し
た
結
果
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

四
点
を
申
し
あ
わ
せ
、
且
そ
れ
を
厳
守
す
る
条
件
で
、
分
郷
を
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
そ
の
四
点
と
い
う
の
は
、

e
　
百
姓
分
け
は
嗣
引
で
決
定
し
、
落
魍
の
港
た
ち
が
大
久
保
久
米

　
助
知
行
所
の
百
姓
と
な
る
こ
と
。

⇔
　
年
貢
納
入
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
勤
役
を
は
じ
め
と
し
、
何
事
に

　
よ
ら
ず
、
御
料
賑
天
領
と
私
領
の
百
姓
の
差
別
の
な
い
よ
う
に
、

　
平
等
に
割
賦
る
べ
く
村
中
と
し
て
確
認
し
て
お
く
。

⇔
　
村
役
人
に
つ
い
て
は
、
村
高
の
分
筆
と
、
百
姓
分
け
が
決
定
し

　
大
久
保
の
と
こ
ろ
に
知
行
地
の
引
渡
し
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
、

　
本
郷
と
分
郷
、
と
も
ど
も
こ
れ
ま
で
の
村
役
入
が
兼
帯
で
き
る
よ

　
う
に
願
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

四
　
心
得
違
の
連
中
が
居
て
、
御
料
の
百
姓
、
知
行
所
の
百
姓
な
ど

　
と
い
っ
て
わ
け
へ
だ
て
を
し
た
り
、
仮
に
も
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て

　
口
論
な
ど
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
た
と
え
酒
の
席
で
あ
ろ
う
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旗本領の溝造（若林）

　
と
も
、
あ
る
い
は
酒
に
酔
っ
た
か
ら
だ
な
ど
と
い
っ
て
弁
解
し
て

　
も
、
き
び
し
い
村
の
仕
置
を
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
。

な
ど
の
四
点
を
申
し
舎
せ
、
取
極
め
て
、
こ
れ
を
厳
守
す
る
と
い
う

誓
い
を
こ
の
村
中
の
堅
証
文
に
あ
ら
わ
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
禰
田
村
が
相
給
の
村
に
な
ろ
う
と
す
る
と
き
、
あ

え
て
以
上
の
四
点
に
わ
た
る
村
中
で
の
取
極
め
を
内
容
と
し
た
、
も

の
も
の
し
い
堅
証
文
を
作
製
し
て
い
た
の
は
、
村
が
梢
給
餌
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
ず
る
、
百
姓
た
ち
の
利
害
得
失
に
つ
い
て
、
未
然
に

こ
れ
を
防
止
し
よ
う
と
し
て
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
分
郷
に
よ
っ
て
天
領
の
農
民
か
ら
私
領
の
農
民
と
な
る

こ
と
を
好
ま
な
い
村
人
の
多
い
中
で
、
こ
れ
を
あ
え
て
運
命
づ
け
よ

う
と
す
る
の
が
騒
に
よ
る
撰
択
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
こ
れ
ま
で
天
領

で
あ
っ
た
和
田
村
の
一
部
が
私
領
に
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
、

年
貢
諸
役
の
相
違
や
不
平
等
を
克
服
し
て
平
均
化
の
要
求
、
あ
る
い

は
こ
れ
を
具
体
的
に
保
障
す
る
手
だ
て
と
し
て
の
村
役
人
兼
帯
の
要

望
、
あ
る
い
は
村
内
に
お
い
て
御
料
百
姓
、
私
領
百
姓
の
差
別
を
如

何
な
る
場
合
に
お
い
て
も
禁
止
す
る
な
ど
は
、
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
っ

て
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
条
項
の
一
つ
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
相
給
を
経

験
し
て
い
た
村
々
の
事
実
に
即
し
て
成
文
化
さ
れ
、
そ
う
し
た
事
実

を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
推
察
で
ぎ

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
堅
証
文
に
よ
っ
て
見
る
限
り
、
単
一
支
配
の
村
方
と
、

相
給
支
配
を
う
け
て
い
た
村
方
と
で
は
、
中
井
氏
が
提
起
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
④

よ
う
に
知
行
権
の
相
違
、
換
言
す
れ
ば
領
主
支
配
の
恣
意
の
展
開
は
、

お
の
ず
か
ら
相
違
が
あ
り
、
制
約
が
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

新
見
氏
の
大
胆
な
見
解
は
原
則
論
と
し
て
は
理
解
さ
れ
え
て
も
、
事

実
に
若
干
の
相
違
の
あ
る
見
解
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
堅
証
文
を
成
文
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
か
つ
村
内
百

姓
の
承
認
を
得
た
和
田
村
の
、
百
姓
分
け
や
、
あ
る
い
は
村
役
人
の

兼
帯
要
求
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
化
八
年
一
〇
月
和
肝

村
藤
左
衛
門
ら
二
〇
名
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
御
請
証
文
を
提
出
し
て

い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
差
上
申
御
請
証
文
之
事

　
一
、
私
共
落
閲
二
一
大
久
保
久
米
之
南
端
御
知
行
所
百
姓
に
口
跡
付
承
知

　
　
噂
話
然
ル
上
老
前
書
取
定
之
通
り
　
万
端
御
取
斗
ひ
志
下
候
旨
　
是

　
　
又
承
知
仕
候
　
依
之
　
御
請
印
形
差
上
申
当
処
如
件

　
　
　
文
化
八
未
済
十
月
　
　
○
以
下
ノ
連
印
便
宜
二
段
二
組
ム
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太吉喜佐幸弥市兵平藤
治兵　　右　郎治　　　　　　　　　左
衛衛八助衛七右郎助衛
門　　　門　衛　　　　　　　　　門
　　　　　　門
＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠

庄
兵
衛
　
㊥

角
右
衛
門
⑳

常
右
衛
門
㊥

清
右
衛
門
㊥

た
　
き
　
㊥

と
　
も
　
㊥

文
　
治
　
㊥

庄
　
蔵
　
㊥

政
右
衛
門
㊥

吉
兵
衛
　
㊥

と
。
藤
左
衛
門
ら
二
〇
名
は
、
先
に
見
た
堅
証
文
の
よ
う
な
圏
で
、

落
圃
に
な
っ
た
た
め
大
久
保
久
米
之
助
知
行
所
の
百
姓
に
な
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
、
先
の
堅
証
文
の
条

々
を
確
実
に
取
は
か
ら
つ
て
く
れ
る
事
を
前
提
に
、
御
請
証
文
を
提

出
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
か
く
困
難
な
百
姓
分
け
も
、
と
に
も

か
く
に
も
実
現
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
百
姓
分
け
に

と
も
な
っ
て
和
田
村
百
姓
た
ち
が
連
名
で
申
し
合
せ
た
条
項
は
、
果

し
て
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
・
少
く
と
も
要
求
項
目
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
、
村
役
人
兼
帯
要
求
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
申
　
渡
　
覚

一
、
米
壱
綴
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
新
左
衛
門
江

右
老
此
度
和
田
村
之
内
　
大
久
保
久
米
之
助
知
行
分
御
被
仰
付
候
に
付

名
主
之
儀
兼
帯
被
申
付
三
間
　
久
米
之
助
方
よ
り
名
主
為
給
米
　
右
之
通

被
下
置
候
　
尤
　
来
県
年
よ
り
年
々
被
下
候
問
　
其
段
可
被
相
心
得
候

　
　
外
二

一
、
玄
米
弐
斗
宛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
　
十
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
右
衛
門

一
、
同
　
壱
斗
五
升
宛
　
　
　
　
　
、
百
姓
代
　
　
軍
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
　
吉

右
之
通
　
来
頃
年
よ
り
年
々
被
下
置
候
間
　
其
段
可
被
相
心
得
候
　
此
段

申
達
候
　
以
上

　
　
文
化
八
古
年
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
久
米
之
助
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
島
　
半
　
平
　
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
家
蓬
添

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
理
右
衛
門
　
⑳

　
　
　
　
　
　
和
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
新
左
衛
門
殿

と
あ
る
よ
う
に
、
文
化
八
年
一
一
月
に
な
っ
て
無
尽
の
新
領
主
大
久

保
久
米
之
助
の
家
臣
飯
嶋
半
平
と
、
本
家
差
添
の
家
臣
池
田
理
右
衛

門
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
和
田
村
の
村
役
人
で
あ
っ
た
、
名
主
新

左
衛
門
・
組
頭
十
（
重
）
左
衛
門
・
覚
右
衛
門
・
百
姓
代
助
右
衛
門
・
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定
吉
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
給
米
を
与
え
て
兼
帯
を
依
頼
し
て
い
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
和
田
村
百
姓
た
ち
の
要
求
の
一
つ
は
実
現
し
た
の
で
あ

る
が
、
と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
な
経
過
で
、
栢
給
の
村
は
成
立
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

　
い
っ
ぽ
う
、
年
貢
諸
役
の
負
担
の
平
均
化
に
つ
い
て
は
、
こ
の
和

田
村
で
は
相
給
の
村
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
を
前
提
と
し
て
、
出
来

る
限
り
こ
れ
を
有
利
に
利
用
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
あ
げ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
即
ち
文
化
九
年
二
月
、
こ
の
村
の
村
役
人
た
ち
は
、

大
久
保
久
米
之
助
の
役
人
た
ち
に
対
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
願
書
を
提

出
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
追
願
上
候

　
一
、
当
村
方
御
年
貢
御
物
成
之
内
　
笠
分
画
弐
永
瓦
之
分
　
先
年
大
久
保

　
　
加
賀
守
様
御
領
分
之
節
汐
松
平
周
防
守
様
御
領
分
迄
ハ
　
毎
冬
御
臨
御

　
　
三
三
直
段
二
三
金
納
被
仰
付
候
所
　
其
後
江
川
太
郎
左
衛
門
乱
臣
支
配

　
　
二
相
成
候
而
汐
三
分
一
三
三
段
と
号
格
別
三
三
高
直
段
を
以
金
納
被

　
　
仰
付
四
二
付
　
前
々
御
私
領
三
六
　
時
之
御
相
場
二
日
代
三
三
上
納
仕

　
　
度
旨
小
誌
上
書
得
共
御
聞
済
無
之
間
麿
三
分
一
御
三
段
を
以
是
迄

　
　
御
上
納
仕
来
候
処
今
般
当
御
殿
様
御
知
行
所
に
被
土
付
候
二
付

　
　
又
候
右
之
段
乍
恐
奉
願
上
食
　
何
卒
前
々
御
私
領
之
通
　
前
書
二
申
上

　
　
候
御
年
貢
穀
高
之
内
　
三
分
弐
二
九
球
分
ハ
　
当
申
之
御
物
土
左
　
年

　
　
々
時
之
御
相
場
を
以
金
納
被
　
仰
付
候
様
奉
願
上
之
　
左
候
ハ
・
百
姓

　
　
前
御
年
貢
皆
済
之
義
　
一
段
出
精
五
七
と
陰
口
甫
嶺
　
格
別
之
御
慈
悲

　
　
を
以
　
右
願
之
通
被
仰
付
被
　
下
町
候
ハ
・
　
難
有
仕
合
二
奉
存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豆
州
賀
茂
郡
和
田
村

　
　
　
文
化
九
丁
年
二
月
　
　
　
　
百
姓
代
　
　
助
右
衛
門
　
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
　
頭
　
　
重
左
衛
門
　
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
主
　
　
新
左
衛
門
　
㊥

　
　
　
安
西
丈
右
衛
門
様

　
　
　
石
井
　
官
治
様

　
　
　
黒
沢
　
杢
助
様

と
。
こ
の
願
書
は
、
こ
の
村
の
年
貢
納
入
方
法
の
中
に
は
三
分
之
弐

永
納
と
い
う
伝
統
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
か
っ
て
の
領
主
大
久
保
加
賀

守
や
松
平
周
防
守
の
時
代
に
は
こ
れ
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
方

法
は
毎
年
冬
の
御
酒
御
払
二
段
を
標
準
と
し
て
決
定
さ
れ
、
金
納
で

納
め
ら
れ
「
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
韮
山
代
官
の
支
配
を
う
け
る
よ
う
に

な
る
と
、
こ
れ
が
三
分
一
御
直
段
と
い
う
方
式
に
変
り
、
そ
の
基
準

も
特
別
高
い
臨
御
段
を
基
準
と
し
て
金
納
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
標
準
前
段
を
基
準
と
す
る
よ
り
は
時
価
を
標
準
と

す
る
よ
う
に
歎
願
し
た
け
れ
ど
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
今
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度
殿
様
（
大
久
保
久
米
助
）
が
和
田
村
の
一
部
，
の
領
主
に
な
っ
た
こ

と
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
私
領
時
代
の
三
分
二
永
納
方
式
、
つ
ま
り

時
価
標
準
の
収
取
を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
、
そ
の
役
人
た
ち
に
願
い

出
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
つ
ま
り
大
久
保
の
私
領
分
で
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
天
領
の
そ
れ
に

も
変
更
を
求
め
よ
う
と
い
う
含
み
を
内
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、

明
ら
か
に
相
給
と
い
う
新
し
い
事
実
を
年
貢
納
入
な
ど
の
場
合
に
極

力
こ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
事
実
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
そ
う
し
た
事
実
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
年
貢
納
入

と
い
う
場
合
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
文
化
一
二
年
二
月
、
和
田
村
の

役
人
た
ち
の
願
書
を
見
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
事

　
一
、
豆
州
賀
茂
郡
和
田
村
名
主
新
左
衛
門
　
組
頭
助
右
衛
門
　
百
姓
代
角

　
　
右
衛
門
奉
願
上
候
は
　
当
逃
田
畑
融
融
ひ
大
破
に
お
よ
ひ
　
地
虫
還
御

　
　
年
貢
御
上
納
二
差
支
　
彼
是
金
子
入
用
に
付
　
同
国
韮
山
御
代
官
所
に

　
　
て
御
回
附
金
五
拾
両
也
拝
借
仕
度
候
間
　
何
卒
御
上
様
御
慈
悲
を
以

　
　
御
奥
印
被
下
成
荒
膚
奉
願
上
候
　
至
適
之
若
御
聞
済
被
下
輩
候
ば
」
」

　
　
村
中
…
統
難
有
仕
合
に
奉
存
候
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
　
文
化
十
二
年
　
　
　
　
　
豆
州
賀
茂
郡
和
田
村

亥
二
月

石
井
宮
治
様

黒
沢
杢
助
氏

名
　
主
　
　
新
左
衛
門

組
頭
　
　
宇
右
衛
門

百
姓
代
　
　
角
右
衛
門

＠＠＠

と
。
こ
の
村
の
田
畑
猪
囲
い
が
大
破
し
、
こ
の
た
め
年
貢
納
入
に
も

差
支
え
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
修
復
し
た
り
す
る
費
用
な
ど
、
彼
是

五
〇
両
の
金
子
を
韮
山
代
官
所
か
ら
借
り
た
い
と
思
う
が
、
そ
の
た

め
の
大
久
保
久
米
之
助
の
奥
印
が
い
た
だ
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
、

そ
の
役
人
に
願
い
出
て
い
た
も
の
で
、
こ
れ
も
先
に
述
べ
た
事
実
に

あ
た
る
も
の
で
、
椙
給
の
村
と
い
う
特
異
の
支
配
の
状
況
が
か
も
し

出
し
た
、
新
ら
し
い
村
の
動
き
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
相
引
の
村
の
成
立
す
る
事
情
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
影
戯
の
村
に
新
ら
し
く
展
開
す
る
政
治
支
配
の
状
況
の
中
に
お
け

る
対
慈
の
一
つ
の
場
面
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
豆
州
賀
茂

郡
和
田
村
が
相
給
の
村
と
な
っ
た
の
は
文
化
八
年
と
、
幕
藩
体
制
社

会
も
漸
く
そ
の
矛
盾
が
激
化
し
つ
つ
あ
る
時
期
の
事
で
あ
っ
た
か
ら
、

相
給
と
い
う
支
配
状
況
に
対
応
す
る
姿
勢
に
も
、
幕
藩
体
制
祉
会
の
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成
立
期
や
、
そ
れ
に
つ
づ
く
時
代
の
そ
れ
と
は
お
の
ず
か
ら
異
な
る

で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
に
お
け
る
相
殿
の
村
の
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
必
要
も
痛
感
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
文
化
八
年
と
い
う
段
階
に
な
る
と
村
落
共
同
体
も
そ
の
組

織
・
構
成
が
比
較
的
安
定
し
て
い
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
う
し
た
中
で
百
姓
分
け
を
含
む
分
郷
聞
題
が
、
共
同
体
に
ま

つ
わ
る
入
会
利
用
な
ど
に
よ
る
利
益
の
享
受
が
ど
う
な
っ
て
い
っ
た

の
か
。
も
ち
ろ
ん
和
田
村
に
お
け
る
村
役
人
の
兼
帯
要
求
と
そ
の
実

現
が
、
年
貢
諸
役
の
負
担
の
不
均
衡
を
防
止
す
る
と
い
う
目
的
が
あ

っ
た
に
せ
よ
、
矢
張
り
そ
の
背
景
に
は
入
会
権
な
ど
に
か
か
わ
る
共

同
体
の
問
題
と
無
関
係
に
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
こ
れ

は
相
可
の
村
の
成
立
の
時
期
に
か
か
わ
る
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る

と
も
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
ら
の
問
題
と
と
も
に
、
い
ま
一
つ
の
問
題
は
、
百
姓
分
け
に

よ
っ
て
分
郷
に
い
く
百
姓
が
、
和
田
村
の
よ
う
に
翻
取
り
に
よ
っ
て

と
に
か
く
決
定
さ
れ
て
も
、
こ
れ
に
と
も
な
う
土
地
問
題
は
果
し
て

ど
う
な
っ
た
の
か
。
和
田
村
の
二
〇
名
の
百
姓
が
大
久
保
久
米
之
助

の
知
行
地
の
百
姓
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
彼
等
に
帰
属
す
る
土
地
の

総
計
が
四
四
・
軽
石
余
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
と
す

る
と
、
あ
る
百
姓
に
帰
属
す
る
土
地
は
新
知
行
地
に
属
す
る
部
分
と
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
天
領
に
属
す
る
部
分
と
に
わ
か
れ
た
場
合
も
あ

る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
詳
細
な
事
情
に
つ
い
て
は
、
こ
の
村
で
は

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
け
れ
ど
も
、
以
上
の
よ
う
な
和
田
村
が
相
給
の
村
と
な
る
場
合
の

諸
問
題
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
今
後
検
討
す
べ
き
問

題
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
一
般
に
相
給
の
村
の
土
地
の
領
主
別
帰
属

の
問
題
は
、
そ
れ
に
よ
る
百
姓
分
け
の
問
題
と
と
も
に
き
わ
め
て
重

要
で
あ
る
の
で
、
以
下
そ
の
問
題
に
つ
い
て
見
よ
う
。

　
①
文
化
九
年
「
和
田
村
役
人
願
書
」
『
伊
東
市
史
』
資
料
編
＝
＝
二
頁
～
一
二
四

　
　
頁
（
玖
須
美
区
有
文
書
）

　
②
天
和
二
年
「
和
照
土
船
年
度
割
付
状
」
『
同
右
書
』
七
九
～
八
○
頁
（
同
右
文
書
）

　
③
文
化
八
年
「
和
田
村
三
八
外
百
十
四
名
堅
証
文
」
鴨
同
右
書
』
一
二
〇
頁
～
｝

　
　
一
一
二
頁
（
同
右
文
書
）

　
④
中
井
信
彦
氏
『
前
掲
論
文
』

　
⑤
新
見
氏
『
前
掲
書
』

　
⑥
文
化
八
年
「
和
田
村
藤
左
衛
門
外
十
九
名
請
註
文
」
『
前
掲
書
』
＝
「
二
頁
～

　
　
一
一
一
三
頁
（
前
掲
文
書
）

　
⑦
文
化
八
年
「
大
久
保
久
米
之
助
申
渡
書
」
『
前
掲
書
』
＝
　
三
頁
（
前
掲
文
露
）

　
⑧
文
化
九
年
「
和
田
村
役
人
願
欝
」
『
前
掲
書
臨
一
二
三
頁
～
一
二
四
頁

　
⑨
文
化
十
二
年
「
和
田
村
役
人
願
書
」
『
前
掲
雷
』
ご
藍
頁
～
｝
二
六
頁

　
⑩
大
久
保
久
米
之
助
は
小
田
原
藩
大
久
保
氏
の
分
知
旗
本
と
思
わ
れ
る
が
は
っ
き

　
　
り
し
な
い
。
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亙

相
給
形
態
の
実
態

　
i
相
給
村
に
お
け
る

　
　
　
領
主
別
土
地
領
有
の
状
況
一

　
先
に
豆
州
賀
茂
郡
和
田
村
に
お
け
る
字
突
の
村
の
成
立
事
情
に
つ

い
て
一
つ
の
場
合
と
し
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
柏
給
の
村

と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
、
村
人
た
ち
の
不
安
の
克
服
の
た
め

の
方
法
、
あ
る
い
は
相
給
村
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
百
姓
分

け
の
方
法
な
ど
、
そ
の
詳
細
を
き
わ
め
て
図
式
的
に
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
も
百
回
分
け
に
照
応
し
て
す
す
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
四
四

・
盤
石
余
の
新
知
行
地
が
、
こ
の
村
の
中
で
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
、

区
分
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
ま
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
と
は
い
っ
て
も
こ
の
よ
う
な
相
給
の
村
と
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
る
、
村
内
の
領
主
別
土
地
領
有
の
状
況
を
理

解
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
旗
本
の
村
落
支
配
ど
い
う
事
の
み
に
か
か

わ
ら
ず
、
幕
藩
体
制
社
会
に
お
け
る
村
落
支
配
一
般
に
も
か
か
わ
る

問
題
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
知
り
得
た
若
干
の
村
絵
図
の
紹
介

を
か
ね
て
、
問
題
を
提
起
し
て
見
た
い
。

　
　
　
　
わ
　
駿
河
国
志
太
郡
E
輪
籾
の
場
合

　
　
　
　
（

　
駿
州
志
太
郡
三
輪
村
は
、
東
海
道
岡
部
宿
の
南
に
あ
る
村
で
、
こ
の

　
　
　
　
み
わ

村
に
あ
る
神
神
社
は
延
喜
式
に
も
そ
の
名
を
登
場
さ
せ
る
式
内
社
で

も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
の
村
の
成
立
は
遠
く
古
代
に
湖
る
こ
と
の
で

き
る
古
い
村
で
あ
ρ
て
、
現
在
は
岡
部
町
に
属
し
て
い
る
。

　
こ
の
村
は
幕
藩
体
制
成
立
期
に
は
、
高
四
八
○
石
一
斗
五
升
八
合

（
寛
永
八
年
翻
付
、
片
山
文
書
）
も
あ
っ
て
、
　
こ
の
附
近
の
声
々
の
中
で
は

比
較
的
規
模
の
大
き
い
村
に
属
し
て
い
た
。
ま
た
こ
の
村
の
領
主
支

配
も
江
戸
幕
府
成
立
以
来
元
禄
＝
年
ま
で
は
常
に
天
領
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
間
徳
川
頼
宣
が
駿
府
に
封
ぜ
ら
れ
た
時
、
あ
る
い
は
大
納
言

忠
長
が
駿
遠
両
国
を
領
有
し
た
と
き
な
ど
は
、
一
時
的
に
彼
等
の
領

地
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
幕
府
は
、
寛
永
年
間
大
井

川
下
流
地
帯
の
治
水
事
業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
の

責
任
者
に
藤
枝
暗
中
藩
主
水
野
監
物
忠
善
を
登
用
し
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
と
き
幕
府
は
こ
の
附
近
の
天
領
を
水
野
の
支
配
に
預
け

て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
一
時
田
中
藩
の
婦
警
に
な
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
あ
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
支
配
を
う
け
て
来
た
三
輪
村
も
、
元
禄
＝
年
（
一

六
九
八
）
に
な
る
と
、
　
こ
の
時
幕
府
の
実
施
し
た
地
方
直
し
の
影
響

も
あ
っ
て
か
、
四
八
○
石
余
の
村
高
の
大
部
分
は
駿
河
国
志
太
郡
・
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第1図　駿州志太郡三輸村絵図
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庵
原
郡
・
富
士
郡
下
に
そ
の
平
地
四
千
石
が
与
え
ら
れ
た
旗
本
石
川

又
吉
大
隅
守
の
領
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
う
し
て
そ
の
残
り

は
こ
れ
ま
で
通
り
の
天
領
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
元
禄

一
一
年
三
輪
村
片
山
文
書
に
よ
る
と
「
従
是
分
注
二
成
」
と
あ
る
よ
う

②に
、
旗
本
石
川
大
隅
守
と
天
領
の
相
給
の
村
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
分
筆
さ
れ
た
と
き
の
双
方
の
石
高
は
、
天
領
高
五
二
石

壁
斗
四
升
八
合
三
軍
、
旗
本
石
川
手
下
四
三
六
石
五
斗
九
升
七
合
七

　
　
　
　
③

勺
で
あ
っ
た
。

　
相
給
の
村
と
な
っ
た
三
輪
村
は
、
美
郷
の
双
方
に
そ
れ
ぞ
れ
村
役

人
を
置
い
て
、
村
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
。
特
に
天
領
五
二
石
余

に
は
こ
こ
に
住
む
古
く
か
ら
の
土
豪
片
山
氏
を
名
主
に
し
て
、
そ
の

権
威
を
振
わ
せ
て
い
た
。
こ
の
た
め
天
領
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る

の
だ
ろ
う
、
　
「
五
十
墨
壷
」
の
村
と
し
て
、
旗
本
石
川
の
領
民
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

意
識
的
に
差
別
さ
せ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
先
に
示
し
た
豆
州
賀

茂
郡
和
田
村
の
村
民
が
、
御
料
の
百
姓
・
私
料
の
百
姓
と
い
う
差
劉

を
嫌
っ
た
理
由
が
、
　
「
五
十
石
場
」
と
い
う
こ
と
に
は
っ
き
り
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
分
郷
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
分
郷
に
あ

た
っ
て
は
五
二
石
余
の
天
領
に
残
る
部
分
が
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な

第1表
田畑の別 上中下の別 鋸数

・｛ 上
中
下
上
塗
下
一

6
7
2
1
5
1
2
2
9
3

合　計 83

ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

の
状
況
は
、
作
製
年
月
不
詳

の
「
駿
州
志
太
郡
三
輪
野
々

　
⑤
絵
図
」
に
よ
る
と
、
第
一
図

の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
絵
図
に
よ
っ
て
見
る

と
、
高
五
二
石
余
を
構
成
す

る
土
地
は
合
計
八
三
筆
の
田
畑
か
ら
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
内
訳
に
つ
い
て
見
る
と
第
一
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
表
に

よ
っ
て
見
る
と
、
下
田
・
下
畑
が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
こ
れ
に
は
特
別
の
作
為
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
三
輪
村
全

体
が
下
田
下
畑
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
屋
敷
三
を
含
め
て
八
三
筆
・
の
田
畑
の
分
布
の
状
況
で

あ
る
が
、
図
の
如
く
三
輪
村
全
体
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
分
布
に
は
地
域
的
に
精
疎
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
、
用
水
池
や
用
水
堀
の
周
辺
、
あ
る
い
は
道
路
添

い
に
や
や
密
度
を
濃
く
し
て
い
る
の
は
、
天
領
の
せ
い
で
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
の
が
旗
本
石
川
が
三
相
給
と
な
っ
て
、
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天
領
と
と
も
に
支
配
を
展
開
し
て
い
た
駿
州
志
太
郡
三
輪
村
の
場
合

で
あ
っ
て
、
因
み
に
天
領
の
分
域
の
名
主
片
山
氏
は
高
札
場
の
あ
る

筆
番
号
八
二
番
の
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　
ゆ
　
駿
姻
富
士
郡
松
本
村
の
場
含

　
　
　
　
　
（

　
以
上
見
た
三
輪
村
の
場
合
が
、
村
と
し
て
成
立
し
た
年
代
が
古
く
、

伝
統
的
な
村
で
あ
っ
た
場
合
だ
と
す
る
と
、
駿
河
国
富
士
郡
松
本
村

　
（
こ
れ
に
は
長
通
村
も
含
む
）
の
よ
う
な
場
合
は
、
　
幕
藩
体
制
社
会
に

な
っ
て
、
新
田
開
発
の
進
展
に
よ
っ
て
成
立
し
た
村
の
場
合
と
い
っ

て
い
い
だ
ろ
う
。

　
駿
河
国
富
士
郡
松
本
村
と
い
う
の
は
、
富
士
川
や
潤
井
川
の
形
成

し
た
氾
濫
原
の
中
に
成
立
し
た
村
で
あ
っ
た
。
寛
永
末
年
以
来
こ
の

地
の
代
官
古
郡
孫
太
夫
・
同
文
右
衛
門
父
子
が
富
士
川
に
堤
防
を
構

築
し
、
洪
水
の
危
険
が
除
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
急
速
に
開
発
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

す
す
ん
だ
加
島
平
野
の
北
辺
に
あ
る
村
で
あ
っ
た
。
（
現
在
は
露
士
市

に
属
し
身
延
線
堅
堀
駅
付
近
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

、
　
こ
の
松
本
村
・
長
通
村
は
、
「
駿
河
国
高
付
帳
し
や
、
「
富
士
郡
誌
」

な
ど
に
よ
る
と
、
旗
本
四
人
に
よ
る
相
給
の
村
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
の
四
人
と
い
う
の
は
、
日
向
小
伝

太
・
高
木
主
水
正
・
松
平
采
女
・
内
藤
駒
次
郎
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
四
人
の
そ
れ
ぞ
れ
支
配
す
る
石
高
は
、

エ
難
　
細
網

講
｛
δ
四
互
斗
弄

　
　
　
　
　
⑨

と
な
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
各
旗
本
の
知
行
高
は
、

日
向
小
伝
太

高
木
主
水
正

松
平
二
女

内
藤
駒
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
が
松
本
村
や
長
通
村
の
中

で
ど
の
よ
う
に
分
布
し
、
存
在
し
て
い
た
の
か
を
示
す
の
が
第
二
図

　
　
　
　
　
　
⑩

の
絵
図
面
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
面
も
年
月
不
詳
で
あ
る
が
多
分
幕
末

に
近
い
頃
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
と
、
表
現
も
程
度
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
領
主
の
領
地
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
い
つ
つ
も
、
面
的
に
分

割
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
場
合
、
常
に
荒
地
化
す
る
危

険
の
な
い
場
所
に
比
べ
て
、
荒
地
化
の
危
険
の
多
い
場
所
ほ
ど
そ
の

入
組
状
態
は
複
雑
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
あ
る
場
合
は
用
水
堀
を
限
り
、
あ
る
場
合
は
道
を
限

り
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
目
標
物
で
そ
の
領
地
を
分
割
し
あ
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

　
こ
の
場
合
、
こ
の
松
本
村
・
上
通
村
で
、
か
か
る
相
懸
の
村
の
成
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一年月不詳一斗2図　駿州當士郡松本村長通村絵図
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立
過
程
を
詳
細
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
こ
う
し
た
相
給

形
態
を
示
す
村
々
の
問
題
点
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、

そ
の
過
程
を
理
解
さ
れ
得
な
い
の
は
如
何
に
し
て
も
残
念
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
な

　
　
　
　
ハ
　
駿
州
富
士
郡
比
奈
村
の
場
合

　
　
　
　
（

　
駿
州
富
士
郡
比
奈
村
は
愛
鷹
山
の
南
西
に
延
び
る
山
裾
と
、
そ
の

南
に
開
け
る
浮
島
沼
の
北
野
と
が
接
す
る
部
分
に
発
達
し
た
村
で
あ

る
（
現
在
の
冨
士
市
比
奈
）
。

　
こ
の
比
奈
村
は
、
江
戸
中
期
以
降
の
古
記
録
文
書
に
よ
る
と
東
比

奈
村
・
中
比
奈
村
・
西
比
奈
留
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
村
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
村
役
人
も
お
か
れ
て
い
た
。

　
比
寒
村
が
こ
の
よ
う
に
東
・
中
・
西
の
三
つ
の
村
に
わ
か
れ
た
の

は
、
こ
の
村
が
古
く
か
ら
一
六
三
一
石
余
の
大
き
な
規
模
を
も
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
村
、
つ

ま
り
東
・
中
・
西
に
分
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
安
永
七
年
（
一
七
七

八
）
以
来
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
つ
ま
り
比
奈
村
が
東
・
西
・
西
に
わ
か
れ
た
の
が
、
安
永
七
年

以
降
だ
と
い
う
の
は
、
こ
の
年
旗
本
秋
山
安
房
守
は
、
こ
の
前
年
三

河
大
浜
藩
主
水
野
忠
友
が
沼
津
に
移
封
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

彼
の
采
地
で
あ
る
駿
河
国
駿
東
郡
下
の
村
々
の
一
部
を
残
し
て
上
知
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し
、
改
め
て
富
士
・
庵
原
両
郡
下
に
新
采
地
が
与
え
ら
れ
た
と
き
の

蛮
地
に
、
西
比
奈
村
六
八
四
石
七
曲
五
升
照
合
と
い
う
の
が
あ
っ
た

　
　
　
　
⑪

か
ら
で
あ
る
。

　
比
桜
村
が
、
こ
の
よ
う
に
東
西
と
か
、
東
中
西
と
か
い
う
呼
称
が

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
ど
う
も
こ
の
時
が
最
初
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
東
と
か
西
、
あ
る
い
は
東
・

中
・
西
が
画
題
に
な
る
の
は
、
以
上
の
事
実
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
の
村
に
対
す
る
安
永
以
降
の
支
配
の
展
開
が
、
こ
の
よ
う
な
事
実

を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
多
分
安
永
七
年

に
は
ま
ず
東
西
比
奈
村
が
成
立
し
、
や
が
て
こ
の
中
に
中
比
奈
村
が

第3図　 比奈村絵図

　　　　　道または境界

fflNntW　　　　；也また【まlU

e　 中上ヒ楽村一雛田〔Br笏〉二二

○鰍二一内曝領
④砒灘一軸領

成
立
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
こ
う
し
た
推
移
の

中
で
比
奈
村
は
文
字
通
り
相
給
の
村
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
先
に
示
し
た
こ
の
村
の
一
六
〇
〇
石
畳
の
村
高
は
、
幕
末

期
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
領
主
別
に
わ
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。
即
ち
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

政
七
年
の
「
吉
原
寸
々
心
々
高
分
並
地
頭
姓
名
帳
」
に
よ
る
と
、

　
　
　
｛
果
比
二
村
　
　
　
　
｛
尚
七
三
六
石
二
九
六
　
　
　
内
藤
い
駒
咽
次
郎

　
　
　
中
比
奈
村
　
　
　
高
二
二
三
石
獣
三
五
　
　
日
向
小
伝
太

　
　
　
西
比
奈
村
　
　
　
高
六
八
四
二
八
五
四
　
　
秋
山
亀
太
郎

と
あ
っ
て
、
そ
の
領
主
は
秋
山
・
内
藤
・
日
向
と
、
い
ず
れ
も
旗
本

で
あ
っ
て
、
典
型
的
な
旗
本
の
軍
隊
の
村
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
東
・
中
・
西
比
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
と
い
う
名
称
を
き
け
ば
、
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
の
普
通
の
常
識
か
ら
い
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
村
域
が
一
つ
の
ま
と
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
を
示
し
、
明
ら
か
に
「
本
の
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
界
線
に
よ
っ
て
東
中
西
に
区
別
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
を
想
像
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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明
治
初
年
東
比
奈
村
外
ニ
カ
村
戸
長
石
田
直
行
・
副
戸
長
古
郡
啓

蔵
・
久
保
田
庄
平
・
蓬
生
孫
平
ら
が
作
製
し
た
、
比
奈
村
絵
図
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
と
、
第
三
図
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
即
ち
、
東
・
薦
両
比
奈
村
は
南
北
に
村
域
の
広
が
り
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
中
比
奈
村
、
実
は
図
で
は
黒
の
横
線
で

示
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
・
西
両
比
奈
村
の
中
に
分
散
し

て
入
組
み
、
ま
さ
に
村
域
ら
し
い
村
域
と
い
う
も
の
を
持
た
な
い
村

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
東
・
西
両
比
奈
村

も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
入
組
む
飛
地
を
も
っ
て
い
た
が
、
や
は
り
中
比
奈

村
の
そ
れ
は
象
微
的
で
、
中
比
奈
村
そ
れ
自
身
は
、
全
く
抽
象
的
な

村
で
あ
る
と
さ
え
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
村
落
の
土
地
支
配
の
実
態
は
、
ま
さ
に
旗
本
領
の
相

給
の
進
展
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が

ら
こ
う
し
た
土
地
の
実
態
と
農
民
と
を
関
係
づ
け
る
史
料
が
不
十
分

で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
も
あ

れ
、
以
上
示
し
た
ω
・
¢
⇒
・
の
の
例
を
通
じ
て
旗
本
領
の
相
給
形
態

の
実
態
に
つ
い
て
そ
の
一
端
を
理
解
を
す
べ
き
で
あ
る
と
と
も
に
、

1
で
述
べ
た
相
給
の
村
の
成
立
と
合
せ
考
え
つ
つ
、
改
め
て
幕
藩
体

制
社
会
に
お
け
る
、
相
給
形
態
を
示
す
村
落
支
配
の
問
題
を
考
え
て

見
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
「
三
輪
騙
取
斗
帳
」
片
山
文
書

　
②
同
右

　
③
「
嘉
永
七
年
駿
河
国
高
附
帳
」
清
水
市
天
野
家
文
轡

　
④
三
輪
村
の
伝
承
に
よ
る
。

　
⑤
「
志
太
郡
三
輪
垂
々
絵
図
」
片
山
文
書
筆
者
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら

　
　
一
筆
毎
の
＋
ハ
き
さ
は
不
正
確
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
ほ
し
い
。

　
⑥
『
冨
土
市
史
』
下
巻
　
　

’

　
⑦
注
③
に
同
じ
。

　
⑧
『
富
士
郡
誌
』
富
士
郡
役
所
編

　
⑨
同
右
に
よ
る

　
⑩
旧
地
主
松
永
氏
所
蔵
の
も
の
。
そ
の
一
部
は
東
京
都
遠
藤
亮
之
助
氏
が
継
承
し

　
　
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
図
は
遠
藤
氏
継
承
文
書
を
霞
写
し
た
。

　
⑪
拙
稿
「
幕
藩
社
会
崩
壊
期
の
旗
本
領
」
　
　
　
　
　

’

　
⑫
「
須
津
文
魯
」
蜜
±
市
立
中
央
図
霞
館
蔵

　
⑬
　
冨
土
市
役
所
吉
永
支
所
々
蔵
文
士

お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
駿
河
国
や
伊
豆
国
の
事
例
を
中
心
に
、
旗
本
領
な
ど
の
相

給
の
村
の
成
立
や
、
相
給
の
村
の
土
地
領
有
に
か
か
わ
る
実
態
に
つ

い
て
、
資
料
提
供
の
意
味
で
述
べ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
全
く
こ
の

問
題
に
つ
い
て
の
解
明
は
そ
の
端
緒
に
す
ぎ
な
い
。

　
鈴
木
寿
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
駿
河
国
も
伊
豆
国
も
旗
本
知
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
う
し
た
地
域
を
中
心
に
さ
ら
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に
か
か
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
は
旗
本
知
行
所
数
の
約
七
九
％
を
も
つ
関
東
地
方
の
、
し
か
も
五

〇
〇
石
～
一
〇
〇
〇
石
規
模
の
旗
本
領
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
実

態
的
研
究
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
旗
本
領
な
ど
の
相
給
に
か
か
わ
る
村
落
の
実
態
の

研
究
と
と
も
に
、
こ
れ
と
平
行
し
て
す
す
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
問
題
は
、
相
給
・
分
給
支
配
の
成
立
年
代
の
相
違
に
よ
る
村
落
社

会
の
動
き
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
て
い
く
必
要
を
痛
感
し
て
い
る
。

　
即
ち
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
元
禄
一
一
年
相
給
支
配
の
村

と
な
っ
た
駿
州
志
太
郡
三
輪
村
で
は
、
天
領
に
お
か
れ
た
村
役
人

（
名
主
）
を
五
十
横
様
と
呼
び
、
明
ら
か
に
私
領
の
村
役
人
や
百
姓

と
の
差
別
の
あ
っ
た
ら
し
い
事
が
理
解
さ
れ
て
い
た
し
、
同
様
な
場

合
と
し
て
駿
州
安
倍
郡
水
見
色
村
も
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
天
領
と
私
領
の
相
給
の
村
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
た
め
公

領
百
姓
と
私
領
百
姓
と
は
名
称
が
今
臼
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
は
、

相
給
支
配
の
展
開
に
よ
る
村
落
社
会
内
部
の
異
様
な
緊
張
が
あ
っ
た

こ
と
を
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
験
が
一
般
化
し
て
い
っ
た
と
き
、
豆
州
賀
茂
郡
和

田
村
で
、
相
給
支
配
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
た
と
き
、
そ
う
し
た
差
別

あ
発
生
を
お
そ
れ
て
「
御
料
之
百
姓
」
　
「
知
行
所
之
百
姓
」
な
ど
と

い
う
差
別
的
言
辞
を
禁
句
と
す
る
措
置
を
、
村
中
の
堅
証
文
の
中
で

誓
い
あ
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
は
相
給
支
配
の
開
知
す
る
年
代
に
よ
る
、
そ
れ
へ
の
対
応

の
相
違
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
相
違
は
、
幕
藩
体
制
社
会

の
推
移
に
呼
応
し
て
し
ば
し
ば
発
生
を
見
た
百
姓
一
揆
な
ど
の
場
合
、

ど
う
そ
れ
が
関
係
を
も
っ
て
い
っ
た
の
か
に
か
か
わ
っ
て
興
味
の
集

る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
代
表
越
訴
型
と
い
わ
れ
、
惣
百
姓
一

揆
型
と
い
わ
れ
、
あ
る
い
は
世
直
し
一
揆
型
と
い
わ
れ
る
、
百
姓
一

揆
の
発
達
に
関
連
し
て
、
い
っ
た
い
相
給
支
配
を
う
け
て
い
た
村
落

は
、
ど
の
よ
う
な
動
き
を
示
し
て
い
た
の
か
。

　
天
領
・
旗
本
領
・
大
名
領
な
ど
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
い
、
入
組
ん

で
い
た
幕
府
膝
下
の
関
東
な
ど
で
は
、
と
り
わ
け
相
給
支
配
を
う
け

て
い
た
村
為
の
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
う
し
た
事
実
と
合
せ
考
え
て
見
る
と
、
そ
れ
が
領
主
の
村
落

支
配
に
微
妙
な
影
響
を
与
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
察
で
き
る

ば
か
り
で
な
く
、
百
姓
一
揆
の
発
生
に
も
微
妙
に
作
用
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
微
視
的
な
問
題
の
検
討

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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い
っ
ぽ
う
、
相
給
支
配
の
展
開
に
よ
る
村
落
社
会
の
分
裂
、
分
化

に
よ
る
村
落
共
同
体
の
動
き
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ど
ん
な
変
化
が
あ

っ
た
の
か
も
興
味
の
あ
つ
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
入
会
地
の
利
用

・
を
は
じ
め
と
し
た
、
灌
概
用
水
の
利
用
や
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
村
落

財
政
の
か
か
わ
り
な
ど
、
幕
藩
権
力
の
村
落
支
配
の
展
開
に
関
係
さ

せ
つ
つ
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
問
題
を
広

げ
て
い
く
必
要
を
考
え
て
い
る
。

　
そ
う
し
て
、
き
わ
め
て
常
識
的
な
見
通
し
で
は
あ
る
が
、
旗
本
領

を
含
め
た
幕
藩
体
制
下
の
領
主
支
配
が
、
村
落
支
配
を
通
じ
て
展
開

さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
村
落
の
相
給
形
態
は
領
主
支
配
の
恣
意
の

貫
徹
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
が
互
に
抑
制
し
あ
っ
て
い
く
中
で
大
き

な
制
約
と
、
障
害
を
与
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
幕
藩
体
制
と
い
う
巨
大
な
機
構
の
中
に
お
い
て
は
、
き
わ
め

て
小
さ
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
巨
大
な
堤
も
蟻
の
一
穴
と
い
う
例
も

あ
る
よ
う
に
、
幕
藩
権
力
、
就
中
幕
府
権
力
の
衰
退
の
か
げ
に
は
、

こ
う
し
た
相
即
の
村
に
お
け
る
支
配
権
力
の
事
実
上
機
能
麻
痺
の
状

態
に
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
ま
た
そ
の
中

か
ら
徐
々
に
成
長
す
る
新
ら
し
い
動
き
に
も
注
意
を
は
ら
う
必
要
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
①
②
　
鈴
木
寿
氏
「
旗
本
家
法
に
つ
い
て
」
『
史
料
館
紀
要
2
』

　
な
お
本
小
論
を
草
す
る
に
あ
た
り
協
力
下
さ
つ
た
伊
東
市
・
冨
士
市
・
岡
部
町
の

　
方
々
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瀞
岡
大
学
教
管
学
部
教
授
）
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The　Structure　of　Hatamoto旗本Territory

　　　　　　　with　Reference　to　its　Aileyu　form

by

Atsuyuki　Wakabayashi

　　In　the　history　of　the　study　of　the　Shogunate　Administration　one　of

the　weak　poi1ユts　is　the　study　of■latamoto旗本or　Hatamoto　territory，

which　is　to　be　considered　as　an　aspect　in　which　systematical　study　is

clifficult　partly　because　of　very　few　sources　：　though　many　works　have

been　recently　published．　As　whoever　has　studied　Hatamoto　territory

knows　wq11，　there　were　some　Aifeyes相給v圭11ages（Bunfeyu分給）which

were　ruled　by　two　or　more　than　two　lords．　As　the　rea12ty　of　these　Aifeyu

or　Bunfeyzt　villages　is　not　actually　1〈nown，　this　article　tries　to　study　the

political　control　over　the’se　villages，　introduclng　some　sources　with　which

to　understand　the　reality．

John　Sherman　一　an　approach　to

　　　　　　　　　　　　groups　in　America

the　political

by

Mikio　Yamamoto

1

　　It　is　one　of　the　most　interesting　subjects　in　the　study　of　Amecrican

history　to　make　clear　the　structural　connection　between　the　two　periods：

the　Civil　War　（Second　Arnerican　Revolution）　and　the　American　lmpe－

rialism．　And　the　effective　approach　to　the　problem　mentioiied　above

seems　to　be　found　in　the．　analysis　of　the　groups　of　politicos　who　got　to

the　seat　of　power　through　the　Civil　War　and　thereafter　had　the　strong

influence　in　the　latter　half　of　19　th　century．

　　This　article，　by　examining　John　Sherman’s　long　public　life，　throws

！ight　on　the　some　aspects　as　follows：　that　there　existed　the　most　power－

ful　group　named　‘　Half　Breed　’　by　its　rivals，　which　rose　among　the　Repu－

blican　raclicals　whose　leadership　had　been　eminent　during　the　Civil　War，
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